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四吸具類条虫の卵子の構造， 並びに怪発育に関する研究

(3）無鈎条虫卵の構造，並びに隆発育について
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特別掲載

緒言

無鈎条虫は，人体寄生条虫類の中ではかなり重要なも

ので，その形態，発育史，また，この寄生による病理お

よび臨床症状ないし診断治療等の面では，既に詳細な研

究がなされているのであるが，卵子の構造についての知

見には，不充分な点が見出される．殊にその幼虫被殻よ

り外側の構造については，従来ほとんど満足すべき知見

が得られていないようである．これは，本条虫の卵殻は

非薄で破壊され易く，ために宿主糞便内に混じて外界に

排准される際にはほとんどすべて幼虫被膜が最外層とな

って認められることにもよったのであろう．兎も角，従

来の知見によると，卵殻は類球形でかつ脆弱で，両側に

長い東京状の突起を有するものが多いといわれている程度

で，これと仔虫殻（幼虫被殻）との問の構造についての知

見もまた，不充分のようである．また，仔虫殻について

も，放線状紋理は既に認められているが，更にその微細

構造についての知見に之しい．また，本虫卵の脹発育に

関する研究は，旧くは Ed.v. Beneden (1881）により，

また最近 A.B. Chowdhury等（1956）によりなされてお

り，更に他の各種条虫類卵子の腔発育についてもかなり

の研究者の業績があるのであるが，著者は，さきに四吸

具類膜様条虫科に属する縮小条虫および萎小条虫の卵子

の構造ならびに腔発育に関して詳細な研究を行い，．そ

の結果，卵殻内および仔虫殻内に，それぞれ卵殻膜およ

び仔虫殻膜とも称すべき装置が存在することを発見し，

更にこれ等が距発育途上において仔虫殻の形成に与ると

いう未知の事実を発見したので，ままに外観はかなり相違

するとはいえ，同じく四吸具類に属する無鈎条虫の卵子

についても，同様な装置が存在するものか否かを確かめ

更にはまた，それらの脹発育の状況をも解明しようとす

る目的で本研究を行ったのである．その結果，所期の目

的に達し得たので，弦にその新知見を発表するととも

に，縮小条虫，萎小条虫，無鈎条虫の 3者の卵子の相似

点について考察を行い，かつ従来の匪発育に関する知見

と比較検討を行わんとするものである．

研究材料および研究方法

本研究に用いた材料には，総て人体寄生母虫を，石棺

根皮，フィノレマロン油を用いて駆虫して得た直後の，活

滋に運動している各片節を用いた．

生鮮標本作成は，各発育階程の新鮮な片節より得た卵

子を，0.85%生理的食塩水で封じて鏡検した．

切片標本は，同様に各発育階程の片節を， 10%フオノレ

マリン液固定，法のごとくパラフィン包埋，連続切片と

し，へマトキシリン ・エオジン染色（以下 H-E染色と

略記する）を行った．

研究成績

I. 成熟卵の構造

無鈎条虫の卵子は，同じく四吸具類ではあるが膜様条

虫科に属する縮小条虫および、萎小条虫の卵子と異なり，

その卵殻は極めて破壊され易く，宿主の糞便内に排池せ

られたものにおいては．卵殻はほとんど認められず，し

たがって後述する卵殻膜細胞，卵黄細胞，透明層もまた

散逸崩壊しており，仔虫殻が最外層として認められるも

のが，ほとんど総てである．このことより，従来本虫卵

の仔虫殻より外側の構造物についての知見が乏しかった

ものと思われる．

以下記述する所見はすべて母虫成熟片節を用いて行っ

た観察から得られたものである．

猶，記述中に縮小条虫卵および萎小条虫卵と比較する

ことが多いので，その際の記載に便なるためにこれ等を

それぞれA卵， B卵と記し，本条虫卵をC卵と記すこと

とする（以下， Fig.1，写真 6)

1. 卵殻

本卵の卵殻は，同質性無色透明無構造の非薄な膜で，

その全形は類球形ないし短楕円体を呈している．卵殻の

大きさは，わずかの外圧によって変化するために細密に
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測定することは困難であるが，その直径は仔虫殻の長径

のほぼ 1.4倍である．なお従来本卵の卵殻には“ 1極ま

たは両極に赫状突起を有するものがある”と記載されて

いるが，そのような突起は原則的に認められない．恐ら

くこれは，卵殻の有している粘着性のために， 2次的に

その一部が外方に牽引されて生じた偶発的な所産であろ

うと考えられる. H-E染色標本では淡紫青色に染色さ

れている．

2. 卵殻印莫）細胞

緒言にのべたように，本卵においても卵殻と仔虫殻と

の聞にA卵， B卵におけるものと相似の装置が存在する

のであるが， A,B卵における卵殻膜に相当する装置は

A, B卵とは異なり， 2コの大細胞からなっている．す

なわち卵殻とは仔虫殻との聞に 2コの大細胞が仔虫殻の

両側に相対して位置している．この細胞は生鮮標本にお

いては比較的大きな核を有しており，原型質内には強屈

光性の小頼粒が認められる（Fig.1，写真 6）.染色標本

では，核はへマトキシリンに濃染，細胞膜は淡染し，原

形質はエオジンにより淡染する．

3. 卵黄細胞

この卵黄細胞も，卵殻（膜）細胞と同様に，卵殻と仔虫

殻との間の間隙内に存在している大細胞で，胞体内には

卵黄物質の残遣と思われる組大頼粒が充ちており，時に

はこの細抱が破壊されて，頼粒が卵殻と仔虫殻との間の

間隙内に散在していることもある．卵黄細胞の数は 1コ

である．

4. 透明層
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本虫卵において，卵殻と仔血殻の聞は，同質性無色透：

明，濃澗な液状物によって充されており，透明層が形成

されている．上述の卵殻膜細胞，卵黄細胞はこの層の中

に存在している．

5. 仔 虫 殻

仔虫殻は，黄褐色を呈し，厚く強固である．その全形ー

は短楕円体を呈しており，大きさ平均長径， 32.54μ，短

径 27.68 μ，厚径約 2.93μ を算する． しかして A,B 

卵と異なり，特異の構造を有しており，恰かもA卵の卵．

殻の構造と酷似している．すなわち， 6稜（時には 5ま

たは 7稜）を有する．内方に向うにしたがいやや狭小す

る稜柱体が並列して形成せられているために，その表面

には特徴ある 6(5～7）角の網目状紋理を現わしており，

断面をみると放線状紋理が認められる．また，各稜柱体ー

内には更に微小頼粒が認められる（Fig.15）.仔虫殻は，

内容を保護する．

6. 仔虫殻膜

これは，成熟卵では，仔虫殻の内面を覆う無色透明無

構造の非薄な嚢状の構造物であり， H-E染色標本では，

へマトキシリンにより染色される. A, B卵のものと同

様に，未熟卵では単層に並列する細胞により形成される

胞嚢である．

7. 六鈎幼虫

本仔虫は，仔虫殻膜に覆われて仔虫殻内に占居してい

る．このことは，仔虫殻を外圧によって破壊すると，仔ー

虫は仔虫殻膜に包まれたまま仔虫殻より逸脱することか

らも明瞭である．六鈎幼虫の全形は短楕円体を呈し，前

端はややE状に隆起している．前体部には， 3対 6本の

鈎を有するが，鈎は A,B卵六鈎幼虫のそれ等よりもや・

や繊細で，その配列は， B卵の鈎の配列と同様に，各々

ほぼ平行している．

IL 未熟卵についての観察，ならびに脹発育に関する，

考察

以下，未熟卵についての観察結果をもととして，本条

虫卵の月五発育についてのベるのであるが，成熟卵の形態”

はA卵あるいは B卵のそれとかなり相違しているにも

かかわらず，卵殻（膜）細胞，仔虫殻膜細胞が存在し，ま

た，これ等の腔発育中における発生機転およびそれぞれ

の役割は全く同様である．以下， A,B卵についてのベー

たと同様に，外側の構造物より順次記述することとすも

る．

1. 卵殻

本虫卵の卵殻は， A,B卵と異なり単層であるが，」ー
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• (a) 

Fig ．オ5

間図説明

Fig. 1 無鈎条虫卵模式図

(b〕

Fig. 2, 3, 4, 5 卵細胞よりの分裂初期

Fig. 6, 7, 8 仔虫殻形成頼粒の配列（1)

Fig. 9, 10, 11 仔虫殻形成頼粒の配列（2）非薄な
る仔虫殻形成．

Fig. 12, 13 仔虫殻の完成

Fig-14 成熟卵

Fig. 15 仔虫殻の微細構造，

(a）表面の網目状紋理

(b）断面における放射状紋理

用語説明

de: 卵黄細胞， es: 卵殻. esmc: 卵殻（膜）細

胞， 1: 六鈎幼虫， ls: 仔虫殻， lsm: 仔虫殻膜，

"lsmc: 仔虫殻膜細胞. lsg: 仔虫殻形成頼粒， me:

桑実期細胞群．

写真説明

写真 1, 2 卵細胞よりの分裂初期

" 3 仔虫殻形成頼粒の配列（1)

" 4 仔虫殻形成頼粒の配列（2）非薄なる仔虫殻
形成．

II 5 仔虫殻の完成

II 6 成熟卵

れは， A,B卵卵殻内層と同様に，脹細胞分裂初期に既

に形成されている（写真 1-3, Fig. 2～5). 

2. 卵殻（膜）細胞

A, B卵の卵殻膜に相当する構造物が本虫卵において

はこの卵殻（牒）細胞である. A, B 卵のものと相違して

はるかに巨大であり．数は 2コのみであるため，「膜」に

括弧を附したので、あるが，この 2コの細胞が，怪発育途

上において両側から内に仔虫殻をかかえ込むようにその

胞体を伸長していること，および仔虫殻膜形成後にイ子虫

殻質を分泌して仔虫殻形成に与ることより， A,B 卵の

ものと同様に「卵殻（膜）細胞」と呼称されるべきものと考

293 

える（写真2～6).

この卵殻（膜）細胞は，腔細胞分裂初期にこれから分化

するもので， 2コに分裂した本細胞は（写真 2），常に後述

する仔虫殻膜細胞に包まれながら桑実期にまで発育して

行く細胞群を，両側からかかえ込むようにその胞体を伸

長しているのが認められる（写真 3～6）.また，この細胞

は，仔虫殻膜細胞が単層に並列して仔虫を包容する胞嚢

にまで発育した後に，この胞嚢の周囲に仔虫殻質を分泌

するもので，この状況は，生鮮標本および切片標本のいず

れにおいても明瞭に認められる（写真 3,4, Fig. 6～8). 

3. 卵黄細胞

この細胞については特に述べることはないが，残余と

なった卵黄物質頼粒を包含して透明層内に位置している

もので，時には本細胞の破壊によってこの卵黄物質頼粒

が透明層内に散在することもある．

4. 透明層

この層は，仔虫殻が完成された後に生ずる－もので，卵

殻（膜）細胞から濃調な物質が分泌せられて形成せられる

ものと考えられる（写真5,6). 

5. 仔 虫 殻

仔虫殻の形成は， A,B卵におけるものと同様に，仔

虫殻）］莫発生後に行われる．すなわち，仔虫殻膜で被われ

た仔虫の周囲に，卵殻（膜）細胞から分泌せられた仔虫殻

形成頼粒が，まづ念珠状に配列し，次で互に圧迫して稜

柱状となって形成せられるのである（Fig.6～14). 

6. 仔虫殻膜

この膜も， A,B卵のものと同様に，既に発生した卵殻

（膜）細胞によって固まれながら桑実状細胞群の表層から

分化した大型扇平な細胞が，幼弱仔虫の周囲に単層に並

列して生ずるもので， 後に仔虫殻形成後に Syncytium

を形成して薄い膜嚢となるものである．切片標本で観察

すると，極めて明瞭である（Fiε.9～14). 

7. 六鈎幼虫

六鈎幼虫は，仔虫殻膜に包まれて仔虫殻内で発育をと

げるのであるが， 3対の鈎は仔虫殻形成開始時には既に

繊細なものが認められる（写真3）.しかしてこの時期に

は，鈎は互にはなはだしく散開している．また一方，幼

虫の前後軸は横軸よりやや短かく，これを原形として仔

虫殻が形成され，その完成後に仔虫は goo回転してその

前後軸を仔虫殻長軸と一致する位置をとるようになる．

猶，鈎の配列も仔虫の発育とともに互に平行するように

なり，成熟卵ではわづかに散開する位置をとっている

（写真3～6).

( 153) 
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総括および零按

無鈎条虫卵の構造，殊に卵殻およびこれと仔虫殻との

聞の構造物についての従来の知見は，不充分であったよ

うに恩われる．

AB. Chowdhury等（1956）によると，“六鈎幼虫を包

む卵子の最外層の包被は， chorionicmembraneと呼ば

れる．この膜は， embryophore（仔虫殻）と呼ばれる厚い

殻に包まれた幼虫を包み（中略），この膜には核が通常2

コみられる．卵黄細胞は大なる核を有し， embryophore 

と chorionicmembrane の間の間隙に存する”とのべ

られているが，このようなことは，卵子幼弱期から順次

発育をとげる問の状況をみても，また成熟卵についてみ

ても認められない． すなわち， 卵子の最外層は非薄無

構造の卵殻であって， Chowdhury等のいう chorionic

membraneの2コの核とは，実は著者の卵殻（膜）細胞

の核をこのように認めているのであろうと考える．した

がって， A,B卵とは多少趣きは異なるが，“卵殻と仔虫

殻との聞には透明層があり，この中に 2コの卵殻（膜）細

胞と， 1コの卵黄細胞が存在する”のである．更に従来

“卵殻にはしばしば 1側あるいは両側に細長な突起を

有する”と記載されているが，このような形態のものは，

成熟片節の子宮内卵子を鏡検して全く認められないもの

で，恐らく卵殻の一部分がその粘着性のために外方え牽

引されて 2次的に形成されたものであろうと考える．

次に仔虫殻に放線状紋理が認められるととは既に知ら

れているが，更にこれは， 6角の稜柱体が互に密着並列

して形成されているもので，この表面にはそのために 6

角の網目状紋理が認められることが判った

したがって，以上の新知見を綜合して，無鈎条虫の成

熟卵子の構造および脹発育の状態を要約すると，以下の

とおりである．

1. 無鈎条虫卵は卵殻，卵殻（膜）細胞，卵黄細胞，透

明層，仔虫殻，仔虫殻膜およひ、六鈎幼虫の部分から構成

せられている．

2. 卵殻は，全形短摘円体ないし類球形で，同質性無

色透明の非薄な膜で破壊され易く，外径は仔虫殻の外径

のほぼ 1.4倍を有する．脹細胞分裂初期に形成される．

3. 卵殻（膜）細胞は，卵殻と仔虫殻との聞を占める透

明層の中にある巨大な 2コの細胞で，仔虫殻の両極から

これを包むような形態を保っている．この細胞は，脹細

胞分裂初期にこれから分化したもので脹発育途上で仔虫

殻膜細胞が仔虫を包んで単層に並列した後に2 仔虫殻質

を分泌し，更に，仔虫殻形成後に、透明層物質を分泌する．

4. 卵黄細胞は 1コで，透明層内に存在し，粗大頼粒

を含有している．

5. 透明層は，卵殻膜と仔虫殻との聞の空隙を満して

いる濃調な液体からなっており，仔虫殻形成後に卵殻

（膜）細胞から分泌されるものと考えられる．

6. 仔虫殻は黄禍色で、厚く強固であり，その全形は短

楕円体を呈し，大きさ平均長径 32.54μ， 短径 27.68 μ, 

厚径約 2.93μを算する．しかして， 6稜を有する内方

に向うにしたがい狭小する稜柱体が並列して形成せられ

ているために，その表面には 6角の網目状紋理が認めら

れ，断面には放線状紋理が認められる．これを形成する，

物質は，既述のように卵殻（膜）細胞から分泌され，仔虫

殻膜外側に形成される．

7. 仔虫殻膜は，仔虫殻の内面を覆う非薄な褒状の構

造物で，桑実期細胞群の表層から分化した大型属平な細

胞が，単層に並列して内容を包容する胞嚢となり，次で

Syncytiumを形成して完成されるものである．

8. 六鈎幼虫は，仔虫殻膜に覆われて仔虫殻内に位置

しており，短楕円形で前端はややE状に隆起してν、る．

3対の鈎は，成熟卵ではほぼ平行しているが，幼弱卵で

は互に散開しており，且，仔虫の前後軸は仔虫殻の横径

と一致している．成熟すると，仔虫前後軸は仔虫殻長径

と一致する位置をとるようになる．

以上，無鈎条虫卵ccg1g）の構造および任発育について

の知見をのべたのであるが，これを前2編で、のベた縮小

条虫卵（A卵），萎小条虫卵（B卵）の卵外皮の構造および

それ等の限発育過程と比較すると，概略次のごとくであ

る．

1. Jl莫様条虫科に属する A,B卵においては，卵殻は

内外2層よりなっているのに反し， C卵の卵殻は単層で

ある．しかして，脹発育の過程からみると，これは A,

B 卯の内居に相当するものと考えられる．

2. 卵殻膜細胞は， A,B卵では卵殻の直接内側に単

層に並列して卵殻IJ莫を形成しているが， C卵のものは 2

コだけで，膜と称するには当らないようでもあり，既述

のごとく，“卵殻（膜）細胞”と括弧を付けたのである．

しかしながら，この 2コの細胞も，仔虫殻を両側から包

むように胞体を伸長しており，この怪発育過程中の役割

は同一で、ある．

3. 卵黄細胞は， C卵にのみ特有である．

4.’透明層は， 3者の卵に共通に存在するが， C卵の

透明層は，その中に卵殻（膜）細胞と，卵黄細胞を容れて
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いるのに反し， A,B卵ではこの層は卵殻膜と仔虫殻の

聞の間隙を占めている．

5. B卵では，線条体が仔虫殻膜膨隆部から発して透

明層内に伸長している.A卵およびC卵にはこのような

装置はない．

6. 仔虫殻については，“ B卵では両極に小孔を有し

ているぺまた，“C卵の仔虫殻は特有の構造を有して

いる（前述）が，その腔発育過程は酷似している．

7. 仔虫殻膜の形状および脹発育の状況は同様であ

る．

以上によって，四吸具類に属する縮小条虫，萎小条虫

および無鈎条虫の卵子の構造について従来の知見を補遣

し，かつそれらの脹発育について述べたのであるが，こ

れ等3者の卵に共通し，かつ条虫類卵子の脹発育に関す

る従来の知見と相違する点は，“卵殻膜細胞が仔虫殻膜

発生後に，仔虫殻II莫の周囲に仔虫殻形成物質を分泌し，

仔虫殻を形成する”事実である．以下この点について文

献的考察を行うものである．

まづ，条虫類卵子の応発育についての従来の知見をみ

る前に，吸虫類卵子の腔発育に関する知見についてみる

と，渡辺は，“日本住血吸虫 Miracidiumの発育”（1934)

においてJζ分胞細胞は略定形的の配列を取るに至る頃，

卵細胞の第 2次分割によりて生じたる最初の大細胞（著

者註：氏の被包膜形成細胞）はこの分胞細胞群より分離

して，卵子の略一極に向いて卵黄細胞聞を縫うがごとく

通過す（中略）．かくのごとくして分胞細胞群の外側にあ

る被包膜形成細胞は相次いで各方面に分離し，その扇平

なる細胞体部は相連らなりて一種の膜状となり卵殻内面

を被い，卵子の全内容を包むに至る（中略）．この被包膜

形成に参与する細胞の数は本虫においては 3あるいは 4

箇にして（中略），かくのごとくして卵殻内壁に附着して

卵子の全内容を包む被包膜の形成せらるるや，余は相次

いで仔虫に発育すべき細胞群のみを包容する第 2の被包

膜の形成を観察するを得たり．すなわち第 lの被包膜を

形成する細胞を遊離したる後において，仔虫原基たる分

胞球群の外側にはなお，第 1次発生の被包膜細胞と分割

系統を同じうする胞状の大細胞の数個発生せるをみる

（中略）該細胞は躯て仔虫原基細胞群の表面において漸次

属平となり，その細胞体部は仔虫原基細胞群の表面に拡

大して相連らなり，膜状をなして仔虫原基細胞群を被包

するに至る（後略）”とのベて，仔虫にはその発過育程に

おいて 2種の被包膜が形成されることを知り， 更にま

た Paragonimuswestermanniの仔虫発育においても同
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様のことを観察して，“恐らくこの所見は一般吸虫類仔

虫に通用し得べきものならん”とのべている．このよう

に，吸虫類仔虫腔発育においてみられる第 1被包膜およ

び第 2被包膜の発生する状況は，本研究による四吸具類

条虫卵脹発育途上にみられる卵殻膜および仔虫殻膜の発

生と類似してはいるが，四吸具類においては，これ等の

膜が発生した後にその両者の聞に仔虫殻が形成される点

が相違している．

次に，条虫類卵子の脹発育に関する従来の研究よりこ

の点をみると Ed.v. Beneden (1881）は， T.serrata, 

T. saginata, T. porosa等の仔虫発育において，仔虫

を被包する 2種の被層を記載している．すなわち『卵細

胞は大なる globeembryogeneと小にして屈光性の頼粒

を満す cellulegranuleuseとの最初の 2箇の Blastmeren

に分割す．分胞球 16箇の発育期において globeembr-

yog~ne より分割して生じたる 3 箇の Makromeren と分

割せざる cellulegranuleuseとは仔虫細胞群を包囲する

に至る．この包囲細胞群を“coucheal buminogene”と

名づけた coucheal buminogeneの3箇の Makromeren

は躯て細胞境界を失いて共通の原形質塊となる．内部に

おける仔虫細胞群は盛に分割増加して，その外側に位す

る3～5箇の大なる核を有する細胞は仔虫細胞群の周囲

に Mantelを作り， 後に Chitinschaleとなる． これを

“couche chitinogene”と名つけたしかして内部の仔

虫細胞群は後に Oncospheraに発育すべきもので，発育

完成卵においては Albuminhulleは消失し，仔虫は Chi-

tinschaleによりて被包せらる』とのべている． 更に同

様の研究が，G.Saint Remy (1900), Schauinsland (1885) 

C. v. Janicki (1907）等により種々の条虫卵についてな

されており，その結果は，Benedenの所見とほとんど一致

している． したがって，条虫類卵子においてもまた， 2 

種の被層が形成されることはすでに知られていたもので

あるが，今回の研究によって得られた知見によってみる

と，Benedenの couchechitinogeneが後に Chitinschale

となるということはうなづき得ない点である．すなわち

Bene白 nの Makromerenは本研究による卵殻膜細胞に

couche chitinogeneは仔虫殻膜細胞に相当するものと考

えられるのであって，仔虫殻は，仔虫殻膜と卵殻膜の問

に卵殻膜細胞から分泌される仔虫殻質によって形成さ

れるもので， couchechitinogeneそのものが後に仔虫殻

となるものではないのである．

以上のベた所によって，四吸具類卵子の匹発育過程中

においては，腔細胞から 2種の包被形成細胞すなわち卵

( 155) 
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殻膜細胞および仔虫殻膜細胞が相次いで分化し，これ等

はそれぞれ卵殻膜，仔虫殻膜を形成し，更に新知見とし

て，“卵殻膜細胞から仔虫殻膜の周囲に分泌される仔虫

殻質によって，仔虫殻が形成される”ことが判明したも

のと考える．

結語

無鈎条虫卵の詳細な観察によって，以下の事項が判明

した．

1) 無鈎条虫卵はp 卵殻，透明層，卵殻（膜）細胞，卵

黄細胞，仔虫殻，仔虫殻膜および六鈎幼虫の各部より構

成されている．

2) 卵殻は葬薄単層で，発生的にみると，縮小条虫，

萎小条虫卵卵殻内層に相当するものである．

3) 卵殻と仔虫殻の聞は透明層で，この中に 2コの卵

殻（膜う細胞と， 1コの卵黄細胞が存在する．

4) イ子虫殻は， 6角の稜柱体が並列して形成され，特

有な構造を示している．これは，仔虫殻膜が発生した後

に，卵殻（膜）細胞から分泌される仔虫殻質によって形成

される．

また四吸具類に属する条虫類卵子には，卵殻と仔虫殻

との聞に“卵殻膜”あるいは“卵殻（膜）細胞”と称すべ

き装置と，仔虫殻の内側に“仔虫殻膜”と称すべき装置

が存在し，これ等が仔虫を保護するとともに，仔虫殻の

形成に重要な役割をもっていることが判明した

稿を終るに臨み，懇切なる御指導を戴いた神戸披済会

病院病理検査室主任長谷川恒治博士，並びに，終始変ら

ぬ御鞭撞と，御校関を賜わった大阪医科大学病理学教室

田部浩教授に対し，深甚の謝意を表します．

本論文の要旨は，昭和 34年 4月7日第28回日本寄生

虫学会総会に於て発表した．
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STUDIES ON THE STRUCTURE AND EMBRYONAL DEVELOPMENT 

OF THE OVA OF TETRABOTHRIDIATA 

川. ON THE STRUCTURE AND EMBRYONAL DEVELOPMENT 

OF THE OVA OF TAENIA SAGINATA 

(GOEZE, 1782) WEINLAND, 1858 

SADANOBU MORIYAMA 

(Kobe Ekisaikai Hoゃital,Kobe, Japan) 

In an earlier paper of this series on the structure and embryonal development of ova of 

1-Iymenole戸sdiminuta and H. nana, the author found the outer shell membrane and the 

embryophore shell membrane in both species, and studied their origination. This paper is a 

record of similar observation on Taenia saginata. Observation of ova were made on both freshly 

collected ones from the uterus of mother worm and the sections stained with haematoxylin-eosin. 

The outer shell is spherical, thin, colorless and transparent; it is apt to break and is 

formed at earlier stage of ootid division. The transparent layer is found in the space between 

the outer shell and the embryophore shell, in which two cells of the outer shell membrane and 

one yolk cell are found. 

The cells of the outer shell membrane have a large nucleus, and numerous granules are 

found in the protoplasm. These two cells are originated from the ootid at earlier stage of ootid 

division, afterwards secrets the substance for the embryophore shell to the surface of the 

embryophore membrane. The embryophore shell is oval, thick and yellow brown ; it measures 32. 54 

by 27.68μ in diameter. Tne hexogonal reticulation (sometimes, 5-7 angles) and the radiate 

strips are found at the surface and the cross section respectively because the hexogonal solids 

are in a row tightly. After forming the embryophore membrane, the embryophore shell is formed 

by being in a row the granules and by oppressing them one another. This shell gives protection 

to the embryo. The embryophore membrane which is a cystic structure exists immediately inside 

the inner wall of the embryophore shell. This membrane, after developing the cells of outer 

shell membrane, is formed by being in a row large and flat cells of embryophore membrane 

developed from the morula cells. Although these cells are found distinctly in young worm, they 

五nallyform a syncytium with their development. Onchosphere develops in the embryophore 

membrane. 

As mentioned, in the ova of H. diminuta, H. nana and T. saginata belonging Tetra-

bothridiata a membrane was found inside the outer shell and the embryophore one respectively. 

Furthermore, it is clari五ed that during the process of embryonal development, the cells of 

outer shell membrane secrete the embryophore shell, and then secrete the transparent layer. 

( 157) 




